
埋立から４０年
 ～みんなで取り組む「磯辺」の防災～

千葉県立千葉西高等学校

地域との連携を深める
 防災教育公開事業



成果

①学校，地域，関係機関のネットワークの構築
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千葉県総務部

消防地震防災課

目的

 
①地域を知る

 
②防災について学ぶ

命を守ろう！



②地域の実態調査をフィードバック

グラウンドのボーリング調査

目的

 
①地域を知る

 
②防災について学ぶ

命を守ろう！







③地域へ学びの場所を提供

防災学習会の開催
 

と
 

防災関連行事等の公開

目的

 
①地域を知る

 
②防災について学ぶ

命を守ろう！



④貴重な社会体験

九都県市合同防災訓練
 

と
 

液状化実験

目的

 
①地域を知る

 
②防災について学ぶ

命を守ろう！



＜液状化実験＞

８月４日
 

防災学習会

９月１日
 

九都県市合同防災訓練（君津市）

９月５日
 

九都県市合同防災訓練（千葉市）

９月１０日・１１日
 

白帆祭（本校文化祭）

１０月３日
 

美浜区民フェスティバル



主な防災関連行事

学校（生徒・教職員） 地域住民ほか その他

・合同防災避難訓練

・防災講演会

・心肺蘇生法，ＡＥＤ講習会

・非常食試食体験

・防災学習会

・防災講話

・九都県市合同防災訓練

・白帆祭（災害パネル展示）

（起震車体験）

 
（心肺蘇生法，ＡＥＤ講習会）

・防災教育公開ＬＨＲ

・区民フェスティバル

・区役所パネル展示

・防災体験談

・防災通信の発行

・防災担当者連絡会議

・アンケート調査

・高校生防災パワーアップ講

座参加

・実践的な防災授業推進の

ための教員対象研修

・地域・学校防災セミナー
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⑤防災に対する意識の変容

⑥防災知識の習得

防災教育公開ＬＨＲ

自助・共助の考え方の周知

目的

 
①地域を知る

 
②防災について学ぶ

命を守ろう！

・防災係の活用

６つのテーマ

１

 
日ごろから備えておこう
（家の安全性確認）

２

 
日ごろから備えておこう
（非常持出袋の準備）

３

 
非常時の行動をイメージ
しよう

４

 
自分たちの命を守ろう

（命を守るためにできること）
５

 
災害時のトラブルを

解決しよう
６

 
高校生としてできる活動を

考えよう



防災通信
（ ） 千葉県立千葉西高等学校＜防災通信＞ Ｎｏ１ H22.5.10

◎千葉県を含む南関東地域で，マグニチュード７クラスの
， 。地震が 今後３０年以内に７０％程度の確率で発生する

（国の地震調査研究推進本部）
◎被害想定新聞 → 右写真

全壊家屋４万棟，焼失２万棟，死者１千人超，
避難者１４５万人

， ，ある冬の平日の午後６時に 東京湾北部を震源域とする
マグニチュード７．３の地震が起こったときの東京湾岸
を中心に千葉県で発生する被害を予測したもの。

（平成１９年度に実施した「千葉県地震被害想定調査」
の結果に基づいて千葉県総務部消防地震防災課が作成）

地震，その時あなたは大丈夫？

地震や台風などの自然現象は，地球の営みの一つで止めることはできませんが，一人
一人が防災のことを意識し，準備することで，災害が起きても被害を少なくすることは
できます。

命を守ろう！とにかく

学校が所在する磯辺地区は約４０年前に東京湾を埋め立て造成された地域です。
１９８７年の千葉県東方沖地震では，学校周辺でも液状化現象が見られました。学校

と地域住民が，この地域の災害の特性を中心に防災を学び，体験活動を通して防災に関
する正しい知識や高い意識を身につけましょう。

平成２２年度の主な取組
学 校（生徒・教職員） 地 域

５月 ○ （防災関係）LHR
○アンケート調査 ○アンケート調査

７月 ○防災講演会（ 予定）7/14
○救急講習会（ ） ○避難訓練（ 予定）AED 7/15

８月 ○防災学習会（ ・ 予定）8/4 5
９月 ○防災講話 ○９都県市防災訓練

○白帆祭（ ）9/11
救急講習会（ ・パネル展示・起震車体験AED）

○公開 （防災教育 （ 予定）LHR 9/29）
１１月 ○防災体験談（１・３年 （ 予定）LHR 11/17）
１２月 ○アンケート調査 ○アンケート調査

○１０００か所ミニ集会
◇その他 啓発資料等の配布・防災通信の発行・同好会や委員会等の活動

今年度，本校では「防災教育～命を守ろう～」に取り組みます

日ごろから する災害をイメージ
トレーニングを行い，災害時の
行動をシミュレーションしておく
ことが大切です。

，積極的に防災に関する知識や意識を身につけ
（自分の命は自分で守る）「自助」
（自分たちのまちは自分たちで守る）「共助」

を心がけましょう。

（ ） 千葉県立千葉西高等学校＜防災通信＞ Ｎｏ２ H22.6.10

「防災教育～命を守ろう～」

皆さん御存知のように，日本は地震大国（世界で発生するマグニチュード３以上の地
震のうち約１０分の１は日本とその周辺で発生）といわれています。

気象庁の地震情報によると，震度１以上の有感地震は，毎日，全国のどこかで起きて
います。千葉県でも，６月６日（日）午前７時１９分に北西部で最大震度２の地震が，
また６月８日（火）午前６時４２分に東方沖で震度１の地震がありました。

小さな地震に慣れ 「大きな地震は自分のところには起きないだろう」と思っていませ，
んか。災害に対する心構えや備えは大丈夫でしょうか。

◎防災アンケート実施（５月）
防災に関する意識調査としてアンケートを実施させていた

だきました。御協力ありがとうございました。現在集計中で
す。今後，集計の結果を御報告します。
◎イメージトレーニング実施（５月）

生徒を対象に，ＬＨＲ等の時間を使って，災害に対するイメージトレーニングを行い
ました。①下校途中，一人で満員電車の中 ②休日，友人と都内でショッピング中 ③平
日午後８時，家族とともに夕食中 ④土曜日午前中，西高で部活動中と４つの状況を設定
し，それぞれの状況で，阪神・淡路大震災（マグニチュード７．３）程度の地震が起き
たらどうなるか，イメージして身の回りで起こる事，すべき事を考えてもらいました。
こちらも今後，実施結果を発表します。

状況設定 秒後 分後 分後 分後 時間後 時間後 日後 日後10 1 10 30 1 12 1 3

身の回りで起こる事

災 害 発 生

すべき事

＜お知らせ＞これからの行事について（～８月） 全て本校で行います。

行 事 名 実 施 内 容

１ 防災講演会 ７月１４日（水）９：２５～１１：００
講師：ＮＰＯレスキューストックヤード 代表理事 栗田暢之氏

くりたのぶゆき

内容（予定 ：災害現場から見えること）

２ 防災避難訓練 ７月１５日（木）９：０５～１０：４５
内容：避難訓練・消火訓練・搬送訓練

３ 防災学習会 ８月４日（水 ・５日（木））
両日とも ９：３０受付 １０：００～１５：３０（予定）
内容（予定 ：地域の災害特性（液状化現象 ・行政が行う防災） ）

地域と連携した防災・ＤＩＧ（災害図上訓練）

地域の皆様，保護者の皆様で参加を希望される方は，御連絡ください。
行事に参加して，防災に関する正しい知識や高い意識を身につけましょう。

連絡先：千葉西高等学校（担当：石塚）ＴＥＬ０４３－２７７－０１１５

現在アンケート数 6/4

生徒 ７９４
職員 ３６

地域の皆様 ３４９

（ ） 千葉県立千葉西高等学校＜防災通信＞ Ｎｏ３ H22.7.9

「防災教育～命を守ろう～」

， 「 」 ，災害が発生した場合 自分は 生き残っている ことが当然であると考えがちですが
まずは「生き残る」ためにどうしたらよいのでしょうか。

次のグラフは，５月に御協力いただいたアンケートの結果の一部です。

地震発生時，生徒の３７．６％は「テー
ブルなど丈夫な家具の下にもぐる」と回答
していますが，職員は６６．７％，地域の
皆様は５８．３％が「すばやく火を消す」
と回答しています。今年５月，文部科学省

，は大地震時の行動の有効性を検討した結果
火を消す 非常口を確保する よりも 無「 」「 」 「

理して動かず，けが防止が優先である」と
見直しの報告書をまとめています。

「転倒防止対策はしていない」と回答して
いる生徒は３６．６％，職員は５２．４％
地域の皆様は３６．９％でした。

「全ての部屋で危険がある」と回答している
割合は生徒４４．３％，職員３９％，地域の
皆様３２％でしたが 「ものが倒れたり落ち，
たりしても安全な場所で寝ている」と回答

， ． ， ．している割合は 生徒４７ ３％ 職員５６
１％，地域の皆様６１．４％でした。

非常持出品については，生徒の５３．１
％が用意していないと回答したのに対し，
地域の皆様は６０．４％が用意していると
回答しています。

その他，大災害時への備えで「地域の連
携などを強化して地域ぐるみで災害に備え
る 「自分自身で災害に備える」ことが大」
切であると多くの方が回答しています。

いつ起こるかわからない災害に対して
＜心＞も＜必要なもの＞も備えておく
ことが必要です。

＜お知らせ＞
◎８月４日（水 ・５日（木）防災学習会 １０：００～１５：３０ 本校にて）
◎９月１日（水）九都県市合同防災訓練見学 １０：００～１４：００ 君津市西君津地先

（本校より大型バスにて往復）

連絡先：千葉西高等学校（担当：石塚）ＴＥＬ０４３－２７７－０１１５
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（ ） 千葉県立千葉西高等学校＜防災通信＞ Ｎｏ４ H22.8.8

「防災教育～命を守ろう～」

７月，本校では，防災関連行事がいろいろ行われました。
地域の皆様にもいろいろ御協力いただき，ありがとうございました。

７月１４日（水）９：２５～１１：００防災講演会
講師：ＮＰＯレスキューストックヤード代表理事 栗田暢之氏
内容：高校生に期待すること ～地域の防災力を高めよう～

災害現場で被災者支援を行ってきた体験談から 「過去の災，
害から学ぶ」とはどういうことなのか，生徒に対して問題提
起がされた。阪神・淡路大震災や新潟県三条市の水害など，
災害状況を交えて，命を守ることの大切さ，高校生ができる
ことを話された。

真剣に話される講師の話に，生徒も地域住民とも自分のこ
ととして捉えていたようである。

◎生徒の感想から・・・
「他人事じゃないことを実感した。自分は大丈夫ではなく，自分に危険があることを自覚して備えて

おきたいと思う 」。
「命の重さ，ボランティアの重要性など，多くのことがためになった 」。
「話を聞いていて涙が出そうになり，今まで他人事に感じていた自分が恥ずかしくなった 」。
「防災袋に非常食の他，他人を救助する道具を入れよう 」。
「いざというときのために家族で話し合っておきたい 」。
「 。 。」近所の人とのつながりも大切だとわかった 高校生は災害が起きたとき人を助ける側に回るべきだ
「自分がやれることをやっていきたい 」。
「災害は恐い。日ごろからの備えが大事であることがよくわかった 」。

７月１５日（木）９：０５～１０：００防災訓練
避難訓練 その後 １年 救助袋による降下訓練

２年 消火訓練
３年 搬送訓練

消防署の御協力をいただき，避難訓練他を実施した。グラウ
ンドに全学年の避難が終了するまで，学年間で３分もの差が生
じ，より迅速な避難が必要であることがわかった。また，消防
署から，火災発生時の初期対応や避難誘導に改善が必要である
ことが指摘された。

１年生は降下訓練の予定であったが，強風のため救助袋が風
。 ，に流され危険な状況であると判断 急遽実際の訓練はとりやめ

救助袋使用方法の説明，職員には救助袋の設置方法の説明等が
行われた。

２年生は水消火器による消火訓練を実施した。消防署員の説
明のあと，実際に，代表の生徒が順番に的をめがけて消火訓練
を行った。中には，地域住民の方とペアで消火訓練を行う生徒
もおり，地域との合同避難訓練としては，充実したものとなっ
た。

３年生は搬送訓練を行った。レスキュー隊による搬送のいろ
いろな方法の提示のあと，実際に二人一組で背負う搬送方法を
体験し，その後，消防署員の指導のもと，代表生徒が竿と毛布

， 。を活用した応急担架を作成し 実際仲間を搬送する訓練をした
長く搬送しても疲れない，体力を消耗せず，けが人等を搬送で
きる方法を学び，大変参考になった。

（ ） 千葉県立千葉西高等学校＜防災通信＞ Ｎｏ５ H22.9.10

「防災教育～命を守ろう～」

防災学習会
地域の方々を対象に８月４日（水）５日（木）本校にて行われました。
暑い中，熱心に受講され，有意義な学習会となりました。特に，初日の昼に行った生

徒による液状化実験や非常食の試食は，和やかな楽しいひとときとなりました。

（液状化実験） （非常食試食）
＜講義・演習＞
「地域の災害特性を学ぶ～過去の被害状況や最近の地震被害調査をもとに～」

千葉県環境研究センター主席研究員 風岡 修 氏
「地域で実践できる防災活動」

市民防災研究所事務局長兼調査研究部長 細川 顕司 氏
「行政の防災対策と地域と連携した防災対策」

千葉県総務部消防地震防災課副主幹 浅尾 一已 氏
「ＤＩＧ（災害図上演習 」）

北海道教育大学准教授 佐々木 貴子 氏

九都県市合同防災訓練（君津市9/1及び千葉市9/5）
君津市会場には生徒３２名・地域住民３名・職員３名が参加しました。
昼食として，全員が非常食（ハイゼックス）を作り，その後，バケツリレー，搬送訓

練，心肺蘇生法などの体験をしました。暑い中，生徒たちは真剣に訓練を行いました。

サイエンス同好会は，君津市会場・千葉
市会場ともに参加し，グラウンドのボーリ
ング調査や液状化実験のパネル展示ととも
に液状化実験を行い，液状化の仕組みをわ
かりやすく説明し，好評を博しました。

連絡先：千葉西高等学校（担当：石塚）ＴＥＬ０４３－２７７－０１１５

今後の防災関連行事の御案内
１ ９月２９日（水）１５：３０～１６：２０公開ＬＨＲ（防災教育授業）

内容：生徒による防災教育に関するＬＨＲ
２ １１月２４日（水）午後（時間未定）防災体験談

内容：阪神・淡路大震災の体験談
講師：岩本しず子（ＮＰＯ法人「神戸の絆２００５」副代表理事）

（ ） 千葉県立千葉西高等学校＜防災通信＞ Ｎｏ８ H22.12.10

「防災教育～命を守ろう～」

１１月２４日（水）１５：３０～１６：３０防災体験談
講師：ＮＰＯ法人「神戸の絆２００５」副代表理事 岩本しず子氏
内容： そこから出発」～阪神・淡路大震災の体験で学んだことは～「

「防災教育は命の教育です 「とにかく命を大切にして」
ください」実際に体験された未曾有の災害から１５年。

当時，神戸市立本山第二小学校の校長先生として勤務
されていた岩本先生は，地震直後に学校に出勤し，被災
状況を確認するとともに，続々と避難してくる住民の方
々を受け入れる体制づくりをされました。何が起きたか
わからないような混乱の中で 「人の心にある善なる心」，
に心打たれ，人と人のつながりを大切に活動されてきま
した。

～先生の講演より～

目の前の家族と断腸の思いで別れなければならないような悲惨な状況，地獄
のような惨状の中で，お互いにあたたかい思いやりの気持ちがせめてもの救
いであった。
子どもたちは「できることを できるところで できるだけ」を合い言葉に，
大人は「何もなくなったとき想像する力が湧いてくる」と精力的に毎日を過
ごした。
６ ４００人余の尊い命が失われた大きな災害だったが，残された者たちは，,
日々の生活の中で生き抜くために「自分で自分の命を守ること 「自分は何」
ができるか 「自分は何をするか」を考え，人々の絆を大切に感謝の気持ち」
を持って暮らしてほしい。

神戸市教育委員会が，平成７年の阪神・淡路大震災後，震災の中で得た教訓や体験を
まとめて作成した教材「幸せ運ぼう」のＤＶＤを織り交ぜながら１時間話されました。

「自助・共助をはぐくむ防災教育」を推進しています。千葉県では・・・
防災意識の高い子どもたちを育成するために，次の３つが必要です

①災害をイメージする力 ②安全確保のために行動する力
③ 他の人を思いやる心

防災教育は「命を大切にする教育」「生きる力をはぐくむ教育」です。

「備えあれば憂いなし」より（平成 年 月千葉県教育委員会）＜防災に関する県民の意識・対応＞ 21 3
（県政に関する世論調査平成 年 月）県政への要望 20 8

１位 高齢者の福祉を充実する（３５．１％）
２位 （３３．３％）災害から県民を守る
３位 医療サービス体制を整備する（３０．９％）

（県政に関する世論調査平成 年 月）防災意識について 20 12
大地震に対する不安を感じている ９２％
大きな地震に備えて家具などを固定している ４５％
災害時の非常持ち出し袋の用意している ３３％

大災害時には行政による「公助」は重要ですが，阪神・淡路大震災を始め，近年の地
「 」 ， 。震災害では 公助 が軌道に乗って機能を果たすまでには かなりの時間が必要でした

したがって，多くの県民が望んでいる「災害から県民を守る」ことが 「公助」の充実だ，
けでなく 「自助 「共助」の意識の定着と体制の確立を目指していくものとしなければ， 」
なりません。

講演資料より

優しさこそ 人の宝

命を見つめて
命をつなぐ

命を支える
－そこから出発－

（ ） 千葉県立千葉西高等学校＜防災通信＞ Ｎｏ９ H23.1.7

「防災教育～命を守ろう～」

平成２２年１２月１１日（土）９：３０～１１：００１０００か所ミニ集会

開かれた学校づくり委員会が主催する「学校を核とした
県内１０００か所ミニ集会」が，地域の方々や学校関係者約
４０名の参加のもと実施されました。

昨年より「地域連携」をキーワードに本校の取組を説明し，地域の方々と情報交換や
意見交換を行いました。特に今年度は「地域との連携を深める防災教育公開事業」を実
施していることもあり，さまざまな御意見をいただきました。

学 校（生徒・教職員） 地 域
４月 ○危機管理対応マニュアル配付

○避難経路・災害時心得掲示
５月 ○ （防災関係）LHR

○アンケート調査 ○アンケート調査
７月 ○防災講演会（ ）7/14

○避難訓練（ ）7/15
○救急講習会（ （ ）AED 7/20）
○液状化実験装置作成
○グラウンドボーリング調査（ ）7/22
○非常食試食（ ）7/22

８月 ○防災学習会（ ・ 予定）8/4 5
９月 ○防災講話（ ）9/1

○９都県市防災訓練（ ・ ）9/1 9/5
○白帆祭（ ・ ）9/10 11

救急講習会（ ・パネル展示・起震車体験AED）
○公開 （防災教育 （ ）LHR 9/29）

１０月 ○美浜区民フェスティバル（液状化実験 （ ）） 10/3
○地域防災活動の展示（区役所）

（ ）10/7 10/28～
１１月 ○防災体験談（ ）11/24
１２月 ○アンケート調査 ○アンケート調査

○１０００か所ミニ集会（ ）12/11
◇その他 啓発資料等の配布・防災通信の発行（月１回発行５月～２月）

防災担当者連絡会議の実施（ ・ ・ ・ ・ ）4/30 7/15 8/5 9/29 1/28

以上のように，地域自治会や生徒・保護者・教職員へ継続的な防災教育啓発をすると
ともに，地域の災害特性の研究・広報を行いました。

＜成果＞
①防災を通じて学校，地域，関係機関とのネットワークが作られた。
②学校が，地域に対して防災の学びの場所を提供した。
③地域のイベントに参加することで，防災に関する体験を積むことができた。
④各クラス防災係を中心に防災意識の向上が見られた。
⑤防災に関する知識を学び，自助・共助の考え方を周知することができた。

皆さんは，防災に関する意識や知識を身につけることができましたか？
これからも （自分の命は自分で守る）や （自分たちのまちは自，「自助 「共助」 」
分たちで守る）を心がけていきましょう。

今年度，本校では「防災教育～命を守ろう～」に取り組みました

（ ） 千葉県立千葉西高等学校＜防災通信＞ Ｎｏ１０ H23.2.10

「防災教育～命を守ろう～」

１２月のアンケート調査に御協力いただき，ありがとうございました。お陰様で皆様
の貴重な御意見を伺うことができました。アンケートの結果を御報告します。

Ａ 防災関連行事等のうち役に立った Ｂ クラスごとにテーマを決めて実施
（よかった）のはどれですか？ した公開ＬＨＲはどうでしたか？

（生徒のみ）

クラスの防災係が行った公開ＬＨＲ
「防災体験談」については，生徒３６％， について約４割の生徒がよかった，約

職員５６．５％が役に立った（よかった）と ２５％の生徒が盛り上がったと回答し
回答しています。 ました。

Ｃ 防災関連の行事等を通してどんなことが理解できましたか？

生徒は 「日ごろか，
らの備えが必要」
「お互いに助け合
う 「自分の命は自」
分で守る」ことが

， ，理解でき 職員は
「お互いに助け合
う 「日ごろからの」
備えが必要 「災害」
についてイメージ
が必要 「特徴を理」
解し防災対策を考
える」ことが理解
できたと回答して
います。

Ｄ 本校が地域とともに防災について取り組んでいることをご存知でしたか？
（地域住民のみ）何で（どこで）お知りになりましたか？

＜アンケート集計数＞
生徒 教職員 地域住民

８７８ ４６ ３２３
※アンケートは全て複数回答可

回答は％で表しています。

% %知っていた 防災通信 ８１．３ 美浜区役所展示 ５．８
% %５２．９％ 合同防災訓練 １３．５ 白帆祭 １．８
% %知らなかった 西高防災関連行事 １３．５ ホームページ １．８
% %４７．１％ 美浜区民フェスティバル ７．６ その他 ９．９
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防災通信

防災体験談

公開LHR

白帆祭

救急講習会

避難訓練

防災講演会

役に立った(よかった)防災関連行事
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2.2
0
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37
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16.5
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41.3
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0 10 20 30 40 50 60 70
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防災に関する知識・役立つ情報

特徴を理解し防災対策を考える

命を大切にすること

日ごろから訓練することが必要

災害についてイメージが必要

日ごろからの備えが必要

磯辺地域は液状化する可能性

お互いに助け合う

自分の命は自分で守る

防災関連行事を通して理解できたこと

生徒

職員

＜アンケート実施項目＞
生徒 A，B，C，E，Ｆ
職員 A，C，E，Ｆ
地域住民 D，E，F

よかった ３９．１％
役に立った １９，０％
防災知識が増えた １９，５％
考えるきっかけになった ２２．３％
盛り上がった ２４．５％
時間が足りなかった ３，１％
よくわからなかった １１，４％
その他 ０，１％



 

 
 

 

 

 

自助・共助の心の育成＜目的＞
学校と地域のネットワークの確立

防災通信の発行
ＮＯ1～ＮＯ10

その他
11/24＜防災体験談＞
12/11＜1000か所ミニ集会＞

月＜アンケート調査＞ 12

命を守ろう地域の課題 生徒の課題

本校の位 海岸線(満潮・干潮）置

本校の所在地は，明治時代には
海岸線よりはるか沖合であった

明治時代＞＜ 現在＞＜

大地震時には液状化現象が
起きる可能性が高い

○自分の身を自分で守る
意識が低い

○防災について関心が低い

○地域について理解が充分
でない

「地域を知る」取組①

7/22＜アンケート調査＞5月 ＜ボーリング調査＞
本校グラウンドの地下水位はグラウンドの下１．８mであった

＜液状化実験装置作成＞7月 ＜液状化実験演示＞ ＜区役所展示＞
8/4 9/1 9/5 9/10 9/11 10/3 10/7 10/28・ ・ ・ ・ ・ ～

「防災について学ぶ」取組②

7/14 7/15 7/15 7/20＜防災講演会＞ ＜消火訓練＞ ＜搬送訓練＞ ＜心肺蘇生法＞

8/4 8/5 9/10 9/29＜防災学習会＞ ・ ＜文化祭パネル展示＞ ＜地震体験車＞ ＜公開ＬＨＲ＞
地域の方に学ぶ場所を提供 各クラスで熱心な話し合い9/10 9/11・

埋立から40年

地域とともに取り組む防災教育

美浜区
磯辺地区

千葉県立千葉西高等学校
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①防災を通じて学校・地域・関係機関とのネットワークが作られた
②学校が，地域に対して防災の学びの場所を提供した
③地域のイベントに参加することで，防災に関する体験を積むことができた
④各クラスの防災係を中心に防災意識の向上がみられた
⑤防災に関する知識を学び，自助・共助の考え方を周知することができた

成

果
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